
音声教材普及促進会議

「読み書きが苦手な子どもへの支援」
～聞いてわかる力、話す力を生かして～

川崎市立久本小学校 通級指導教室

保田 美紗子
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通級指導教室について

通級指導教室とは＊興味のあることを活用した個に応じた指導

家庭は
お風呂

通級は
プール

学校は海
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読んでわかるってどういうこと？

「猿がかきを食べている」
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読んでわかるってどういうこと？

読む

語彙力

文法の力
音と形を結びつ

ける力

語のまとまりを

捉える力

4



対象児

通常学級在籍５年生 男児

主訴

・読み書きが苦手で授業についていけない。
・書いてあるものを読まない。
・漢字を読めない。
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漢字の指導

覚えられない漢字カルタ

一年生の漢字

熟語の組み合わせ
唱え歌

部首の組み合わせ

絵のヒント

書き順
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読みの指導

話す

•知っている

事柄を話し

てもらう

文字にする

•漢字や抽象

語彙を交え

たルビあり

の文に変換

読む

•内容を捉え

ていれば推

測しながら

読める

本児の経験だけでは
話題が尽きてしまう

7



支援の手立て

指導に生かせる力

聞いて理解する力良好な言語能力

周囲から適切な支援や配慮が得られ、
困難さを軽減できるツールが活用できれば、

学びのチャンスを得ることができるのではないか
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・本児に合った学習の方法を身に付ける。

・獲得語彙を増やす。

・自力で短文を読む経験を積む。

長期目標
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使用した教材

読みの苦手さをカバーする支援・ツール

代読

音声教科書「AccessReading」「デイジー教科書」

文字の読み上げ「Scanner＆Translator」「写真を翻訳」「和太鼓」

漢字の読みを調べる「メモ」（中国語（簡体字）手書き）

言葉を調べる「じしょ君」「辞典」「大辞林」「インターネット」
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読みの指導 （word・代読)
ゲームのルールを
聞いた後、実際に

皆でゲームを行う。
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DragonDictation

Windows8 
86仮い星が光るパターンと否定しか
ねるものはなかで爆発試験期間と太
陽の光を反射して光ると図のボタンが
あることがわかりましたッ運用など

星が光るパターンとして、星が光るも
のは、中で爆発するものと、太陽の光
を反射して光る２つのパターンがあ
るってことがわかりました。

音声認識（ Windows8 とDragonDictation の認識の差）
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教科書を読む（ AccessReading ）
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漢字をパットに
書く

漢字から意味を調べる（大辞林）

漢字の読み方や
意味もわかる
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使用した教材

書きの苦手さをカバーする支援・ツール

パソコンでの入力

音声入力 「メモ」「DRAGONDictation」

書く・写す「メモ」「カメラ」「Sketch Pad」

思考をまとめる「SinpleMind＋」

写真で撮影「カメラ」

漢字の書き順 「筆順辞典」
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タブレットでの入力（ひらがな入力・音声入力）
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使用した教材

読みの流暢性の向上を図る教材

MIM-PMアセスメント用プリント（１分間）（学研）

単語を素早く読む 「音読指導」（鳥取大学）

パソコン PowerPoint ○×クイズ
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・プリント等の書かれている文字を読み上げ
る。
・パソコン等の使用を認める。（読み、書き、計算）

・音声教科書を使用する。
・ノートはできる範囲を決め、書き写す。
・漢字テストは、内容を予告して順番通り出題
する。

環境調整及び支援体制
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支援教材（連絡帳）

19



支援教材（九九表・連絡帳）

20



ੇ
൦

・音声教科書を事前に聞いておく。
・音声と一緒に音読する。
・資料集などの文は音声で聞くようにする。
・ひらがなの単語を素早く読む課題を行う。
・漢字を目に触れる機会を作る。（一日一漢字）
・できないことに着目するのではなく、できたことや
努力に着目するようにする。

環境調整及び支援体制
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・教科書の文をCDで聞く。（予習・復習）

・書いてある内容を読み上げる。
・単語の意味確認等の文の内容理解を促す。
・作文等の書く課題の代筆。

環境調整及び支援体制
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今後の課題と方向性

既習の学
習の定着

学習への

やる気

文字の

読み書き

ツールを
使いこな
す技術

場面に応
じて使え

る力
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学習の定着

学習へのやる気
聞く

わかる

できる

今後の課題と方向性
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今後の課題と方向性

学校との連携

•担任の先生のタイムリーな支援

（通級との共通理解）

•中学校への支援の継続
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特別支援教育が「とくべつなこと」ではなく、

どの教室でも適切な支援を受けられることを願っています。
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